


























































































































































検潮器 最高潮位 偏差 最大風速 速時の 最低気圧 検滝器 最蒜潮位 偏差 最大風ざ 辻芦の 最抵気圧m m m／sec風向 mb m mm／sec8’、向 mb
鳥　　　　　羽 あり 2．50 1．55 あり 25 SE
大亘川河ロ 3．10 2．56櫛田川河口 3．27 あり よ内222碧　川　河　p 4．05




四　　　日　　市 2．52 1．27 23．0 あり 3．29 2．9527．3 SE
富　　　　　田 2．43 4．0
伊　　曾　　島 3．14 あり 横満3．34
鍋田川河ロ 2．54 蔵名　　i｝∫　　斤 あり 2．33 L2322．6NNW970．0あり 3．89 3．55 39．6SSE962．9
：1：　　　　　野 あり 2．36 3．1
常　　　　　滑 2．58 30．0 2．96
豊　　　　　浜 3．07 2．9





1ポ　　　　　　芝 あり 2．83 あり 30
禦　　　　　　橋 あ｝」 3．02 1．42 21．】 SE 3．03 2．69 28．9
礼　　　　　　江 2．50 21．0ESE あ‘． 2．13
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図一5．14　段違い法線の前面波高
一65～64一
表一5．3　段違い法線の実験に用いた値
1／L　　　．斗
当　　　　　’，，一，．．”－
　　　　5・19　　5．0・95．9・1S．0716．03　S．iSl5．9・5
　　　　4．87　6．08　4．95　6．28　　4．85　5．88　5．011　5．82
　　　　・．・・55．644．S21　・．S24．・・5．，8、．、。15．，，
　　　　4．4・84．7イ・4．4・54．814．474．9Sl4．5・84．71
5．05　　6．04
5．04　　5．98
4．72　　5．47
4．58　　4．74
　消波工隣接護岸OAにおいても上述の段違い法線BCにおけると同様に，
消波［：隣接地点を線源とする散乱波が発生していると考えられ，このために
0を点源とする散乱波を仮定した計算結果とよく．致しないのであろう。
3．4．3　計画前面波高
　理論解析に用いた境界条件の仮定が適当でなかったため，前述のように，
消波1二隣接護岸の前面波高の実験結果と計算曲線とは，あまりよく　・致しな
かソたのであるが，消波［隣接地点のように，境界条件が不明確な線源から
発生する散乱波に起因する前面波高を理論的に求めるのは非常に困難である。
　ここでは，図一5．14に示された実験結果に基づき，っぎの実験公式を提案
する。すなわち，半島堤における近似式（5．2、17）式からもわかるよう
に，隣接地点から1分離れた地点における散乱波の波高は，隣接点からの距
ee　Xの・P方根に反比例すること，および，図一5．15の実験結果では隣接護
岸における第1次極大前面波高の’ド均値は1（1÷2．4，その位置の・F均値は
　x1／L÷α9であることから，つぎに示す人射角αに対する消波1二隣接護岸
一6‘、一
に沿う波の実験式が得られる。
∫（x）－2・・，川㍑・・s・）←O．27・xp｛づ（kx＋0・2π）｝／
　　　　　（vfM7・・s芸）　　　　　　　（3・4・4）
α二π／2の場合の実験結果を示す図一3．13に破線で併記した曲線は，こ
の実験式により計算した結果である。この計算結果は，隣接地点近傍におい
ては実験値とあまり良く一致していないが，つぎの計画前面波高を採用すれ
ば，この不一致は許容できよう。
　前述と同様にして，第1次極大前面波高の発生位置Xlは
　Xl／L－…9／（1・c・s・）　　　　　　　（3・4・5）
から求められ，このXl／Lの値を
　K（x）－2・O．27／（Vbl“za・・s多）　　　　（5・4・6）
に代入して第1次極大前面波高K，が得られる。　半島堤の場合と同様に，こ
の場合も入射角αとは無関係に，α：＝0またはπの場合を除いて，1（1・二2．4025
となる。したがって，消波工隣接地点からX、までの区間に対する計画前面波
高は1（1－2．4025とし，それより以遠の区間に対しては・（5・4・6）式で
与えられるK（x）を計画前面波高とすればよいことになる。なお，（5．4．
5）式によれば．αがπに近い場合にこのκ1を採用すべき区間延長が長く
なる。前述したように反射率が減少することを考慮すれば，大きい前面波高
を生じる区間延長が長いのはα÷3π／4の場合と考えられるのであるが，
本節で述べたように，隣接地点を線源として散乱波が発生すると思われるの
で，αが鋭角の場合にはとくに隣接地点近傍において（5．4．6）式による
値よりも大きい前面波高が発生するnl能性があるoしたが・）て，このような
消波ll隣接護岸の模型実験を行うときには，α÷π／4および5π／4の人射
一　b6一
角の場合に生じる前面波高に注意する必要があろう・
　本節では，のり面勾配1：1．5，天端高H・＝H・，天端幅1＝H・，2H・，
5H。の3種類の断面形状をもつ消波工に隣接する護岸における前面波高を模
型実験により求めた。異型ブロックを被覆層とする消波工は現在もっともよ
く用いられており，また，このような断面形状をもつものが多いので，本節
で得た上の実験式（3．4．5）および（5・4・6）式により与えられる計画
前面波高を消波工に隣接する護岸に適用すれば，十分な対策をたてることが
できようo
　以ヒの他に，臨海埋立地護岸完成後にも考慮する必要があると思われる事
項，および計画・設計の段階で重要と思われる事実が実験結果から見出され
たので，これらを以トに示すo
（a）波の屈折によるほか，本研究の対象である法線形状に起因する散乱によ
　り，臨海埋立地護岸のある地点で非常に大きい波高が出現することがある、）
　これを消波させるだけの目的でその地点付近に消波工を設置すれば，隣接
　護岸においてまた大きい波高が出現する可能性がある○
（b）ある地点で護岸の断面形状を急変すると，たとえ直線状の法線であって
　も反射波の波高や位相が急変し，その結果，この地点付近で大きい前面波
　高が発生する。もし船舶が護岸前面に座礁すれば，そのときの法線形状は
　このような状態になり，船首尾に隣接する護岸において大きい前面波高が
　発生することが予想されるo
一6／一
3・5　結 言
　以上，建設中の埋立地において，しばしば見られる半島堤状護岸，狭い開
口部をもつ防波堤状護岸，未施工区間を有する消波工護岸の前面波高をとり
あげ，これが従来より計画・設計に用いられてきた値よりも大きいことを見
出し，施⊥中たりといえども十分の対策を講じておく必要があることを強調
した。ここでもう一度本章の成果をまとめると以下のようになる。
（1）　半島堤状護岸においては，堤先端から
　Zl－L（5／8）／（1Feosα）
　の距離以内の護岸に対する計画前面波高は，Kl＝2．57の一定値とし，Xl
　以遠の護岸に対する計画前面波高は
κ（・）…2・1／｛∨／：z「・n、ン巧zT〒「；一戸可｝
　として，この半島堤状護岸を計画・設計すればよい。このように，α一〇
　およびπの場合を除いて，K，はαに無関係に2．57の一定値であり，αが
　πに近い場合にはこの区間延長が長くなるのであるが，実際には反射率が
　減少するので，大きい前面波高が長い区間にわた・て発生するのは，αが
　π／2から5π／4までの場合と考えられる。
（2）　半島堤状護岸における散乱波は，半島堤先端を点源として外方に発散す
　る同心円弧状の波峯線をもつ波で，入射波の波長にほぼ等しい波長をもち，
　点源からの距離rの平方根にほぼ反比例する波高をもつ、、散乱波の波高に
　は，krの他にθおよび人射角αが関係する。
（3）狭い開日部をもつ防波堤状護岸においては，開1」部中心から
一68一
